
公益社団法人

福島原発
行動隊
マンガ

その 2-2

公益社団法人

福島原発
行動隊
マンガ

その 2-2

公益社団法人

福島原発
行動隊
マンガ

その 2-2

複雑・巨大にならざる
をえない原発収束作業
複雑・巨大にならざる
をえない原発収束作業

ただでさえ困難な実作業
その調整・管理は

不安定な多重構造下に
あって、なお一層……

ただでさえ困難な実作業
その調整・管理は

不安定な多重構造下に
あって、なお一層……

内田 隆内田 隆内田 隆



原発事故
収束作業は
2011年当初
と比べると

原発事故
収束作業は
2011年当初
と比べると

その管理体制に
進捗をみせて
います

その管理体制に
進捗をみせて
います

DOWN
↓

↑
UP

DOWN
↓

↑
UP

過渡的な状況は過渡的な状況は

未だ平常に
ありません
未だ平常に
ありません

SF映画
みたい…
SF映画
みたい…

2013年現在2013年現在

当初と
「比べると」
であって

当初と
「比べると」
であって

近未来
21世紀
ですし

近未来
21世紀
ですし

しかし、それはしかし、それは

上がっ
てる
上がっ
てる 下がっ

てる
下がっ
てる



原因の特定までに
2日の時間が
費やされました

原因の特定までに
2日の時間が
費やされました

国際
部
国際
部

3月に発生した
原発停電事故
3月に発生した
原発停電事故

原因自体は単純
な…ある意味

小さなものでしたが

原因自体は単純
な…ある意味

小さなものでしたが

これって
配線系統図が
しっかりしてれば
20分ぐらいで
わかったような…

これって
配線系統図が
しっかりしてれば
20分ぐらいで
わかったような…

適切な管理マネジメントが
重要になってくるわけですが
適切な管理マネジメントが
重要になってくるわけですが

もっと差し
迫った原因
だったら、この
感じじゃマズ
いんじゃ…

もっと差し
迫った原因
だったら、この
感じじゃマズ
いんじゃ…

多岐にわたる組織が
複雑に入り組む

環境であればこそ

多岐にわたる組織が
複雑に入り組む

環境であればこそ

基本的に

東京電力は

基本的に

東京電力は

出来上がった設備

を運転し続ける

ための組織なの

であって

出来上がった設備

を運転し続ける

ための組織なの

であって

企画企画

技術
部
技術
部

広報
部
広報
部

システムシステム

環境
部
環境
部

資材
部
資材
部

建建



実際に造るのは

建設会社

実際に造るのは

建設会社

自ら新たに
設備を

建設したり

自ら新たに
設備を

建設したり

多岐の分野におよぶ
大事故処理の統括
などといった

多岐の分野におよぶ
大事故処理の統括
などといった

いわゆる「プロジェクト」を
管理する能力に卓越
しているわけでは
ありません

いわゆる「プロジェクト」を
管理する能力に卓越
しているわけでは
ありません

安定供給、
継続性を
要とする

基幹インフラ

安定供給、
継続性を
要とする

基幹インフラ

う～ん
……
う～ん
……

前例のない

取組となるため

先進性・独自性

前例のない

取組となるため

先進性・独自性

プロジェクトプロジェクト

組織

マネジメント

組織

マネジメント

定常業務定常業務

多様な分野の

統合が本質的

に求められる

原発事故収束

多様な分野の

統合が本質的

に求められる

原発事故収束



このような
状況下では
目の前の
課題に
追われ

このような
状況下では
目の前の
課題に
追われ

汚染水移送計画汚染水移送計画

対処できる
態勢に至らない

対処できる
態勢に至らない

そもそも
性格の異なる
ものが要求
されている
わけですが…

そもそも
性格の異なる
ものが要求
されている
わけですが…

どこに
載せれ
ば……

どこに
載せれ
ば……

向き不向き選択の余地
なく、体制は既定化
されていきました

向き不向き選択の余地
なく、体制は既定化
されていきました

行動隊
 
イレギュラー
に

行動隊
 
イレギュラー
に

＝



しかし…これを
逆に考えると
しかし…これを
逆に考えると

行動隊の参入が
可能となる態勢

の実現は

行動隊の参入が
可能となる態勢

の実現は

とゆーか
コレって
大丈夫か
？

とゆーか
コレって
大丈夫か
？

強靭にして柔軟

な態勢の実現

へとつながる

とは言えない

でしょうか

強靭にして柔軟

な態勢の実現

へとつながる

とは言えない

でしょうか

イレギュラーな

事態にも

対処可能な

イレギュラーな

事態にも

対処可能な

今後数十年の
スパンにおよぶ

原発収束作業には

今後数十年の
スパンにおよぶ

原発収束作業には

未だ答えは
途上にありますが
…どちらにせよ

未だ答えは
途上にありますが
…どちらにせよ

強靭にして

柔軟な体制の

確保は不可欠

なのですから

強靭にして

柔軟な体制の

確保は不可欠

なのですから

長年の歳月に

耐えうる

長年の歳月に

耐えうる


	p2-01-2
	p2-02-1
	p2-03-2
	p2-04-1
	p2-05-2
	p2-06-1

